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イス ラー ム の 普遍 性 





ムスリム の 皆様 。 アッラー は 教え を 下さ れ 
る 際 、 人 の 必要 と する も の 、 条 件 、 能 力 、 社 会 
Creek 
アッ ラー が 下さ れ た それ ぞ れ の 教え の 間 に 
言語 、 地理 、 文化 、 歴史 な どの 面 に fi 
点 が 存在 する の は 一 つの 事実 で す 。 し か し 、 信 
仰 の 基本 や イ バ ー ダ の 認識 、 ま た 公正 、 正 義 、 
愛 、 援 助 と いっ た 基本 的 、 普 遍 的 な 価値 は 、 ア 

ー に よっ て 下さ れ た 教え の 共通 点 で す 。 し 
た が っ て 、 諸 示 を 源 と する すべ て の 教え は 、 そ 
の 真髄 に お いて 同じ で ある の で す 。 イ スラ ー ム 
は 、 聖 アー デム 以来 続け られ て きた 啓示 の 、 最 
後 の 輸 な の で す 。 だから 
イス ラー ム は 普遍 的 な も 
の で あり ます 。 世界 の あ 
ら ゆ る 地域 に 暮らす 人 々 、 
そし て 最後 の 審判 に 至る 
まで の あら ゆる 時 間 を 包 
括 す る も の で ある 必要 が 
あり ます 。 そ し て 事実 、 
その 通り な の で す 。 イ ス 
ラー ム は 単に 一 つの 民族 
に 与え られ 、 彼 ら に の 
呼び か け 、 彼 ら に の み 道 
を 示す 教え を で は あり ませ ん 。 言い 換え る な ら 、 
イス ラー ム は 、 ア ラブ 人 、 ト ルコ 人 、 パ キス タ 
ン 人 、 マ レー シア 人 、 あ る い は 他 の 何ら か の 民 
族 に 対し て 下さ れ た 、 彼 ら だ け の 教え で は な い 
の で す 。 ア ラブ 人 に も 、 ト ルコ 人 に も 、 ア メリ 
カ 人 に も 、 日 本 人 に も 、 中 国人 に も 、 要 する に 
全て の 集団 に 等 し く 呼 び か け 、 そ し て すべ て の 
人 々 に 役立ち 、 彼 ら に この 世 と あの 世に お ける 
幸福 の 道 を 示す 教え な の で す 。 

親愛 な る 上 兄弟 姉 妹 の 皆様 。 ムー サー が ユダ 
ヤ の 人 々 へ の 預言 者 で ある よう に 、 ム ハン マ ド 
以前 の 預言 者 た ちや 教え は 、 一 定 の 時 代 や 集団 


を 対象 と し た も の で し た 。 し か し イス ラー ム は 、 


すべ て の 時 代 と 場所 を 対象 と する も の で す 。 イ 
スラ ー ム の 根本 的 湖 で ある クル アー ン は 、 最 後 
の 審判 まで の あら ゆる 時 代 を 包括 し 、 あ ら ゆ る 
人 々 、 さ ら に は ジン た ち を も 対象 と する と いう 
特質 を 持つ も の で す 。 ク ルアー ン を 読ん で みる 





と 、 そ れ が 一 定 の 集団 で は な くす べ て の 人 々 へ 
の メッ セー ジ で ある こと は 明らか で す 。 クル ア 
ー ン で は 次 の よう に 述べ られ て いま す 。 「 わ れ 
は 、 全 人 類 へ の 吉報 の 伝達 者 また 警告 者 と し て 、 
あな た を 遺 わ し た 。 だ が 人 びと の 多く は 、 そ れ 
が 分 ら な い 。」 (サバ プア 章 第 2 8 節 ) 例え ば 
信仰 す る 者 よ 」 「 人 々 よ 」 と いっ た 全体 を 対 
象 と する 表現 が し ば し ば 用 いら れ て いま す 。 預 
言 者 ムハンマド は 、 「 す べ て の 預言 者 は 、 そ れ 
ぞ れ 自分 の 民 に 対し て の み 遣 わ ちさ れ た が 、 私 は 
すべ て の 人 々 の 人 為 に 遣わ され た 。」 と お っ し ゃ 
られ て いま す 。 

親愛 な る 上 兄弟 姉 妹 の 皆 
様 。 イ スラ ー ム は 人 々 の 
社会 的 立場 や 性 別に よっ 
て 区 別 す る こと は あり ま 
せん 。 イスラーム の 定め 
は 人 の 個人 的 、 社 会 的 生 
活 の すべ て の 部 分 に 光 を 
も た ら す も の で す 。 礼拝 、 
断食 と いっ た 個人 的 な イ 
バー ダ に お いて すら 、 集 
団 へ の 効果 が 考慮 され て 
いま す 。 こ の 世 の 生 活 の 
恵み や よい も の と 対立 する も の で も あり ませ ん 。 
この 世 と あの 世 と の 間 で バラ ンス を 保ち 、 行 き 


過ぎ を 人 放 け 、 二 つの 生 の 両方 の 為 に 努め る こと 
を 求め て いる の で す 。 
人 類 が 、 特 に 中 世に お いて 味わっ た 苦し み 、 


そし て 経験 に よっ て 一 定 の 状態 に 到達 し た と い 
2 の は 周知 の 事実 で す 。 今 日 、 普 昌 的 な も の と 
て 認め られ る これ ら の 徳 は 、 イ スラ ー ム の 定 
め に お いて 既に 存在 し た も の で す 。 イ スラ ー ム 
は 、 人 権 、 正 義 、 信 頼 、 公 正 、 気 前 の よさ 、 客 
へ の 親切 な 振舞 い 、 平 等 、 新 し いも の を 受け 入 
れる 態度 、 老 人 や 子供 、 女 性 の 権利 の 保護 、 勤 
労 の 尊重 、 寛 容 、 能 力 に 応じ た 仕事 の 割り 当て 
な ど 、 普 遍 的 原則 の 全て を 持っ て お り 、 そ し て 
それ を 勧め て きた の で す 。 

この よう な 完成 され た 教え を 信仰 し て いる 
こと に 対し 、 ど れ ほ ど 感 謝 し て も し すぎ で は あ 
り ま せん 。 ア デッラ ー に 感謝 を 捧げ ます 。 
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